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緒言 

Harbor seal (Phoca vitulina)は北半球に広く分布して

おり、北海道からカムチャツカ半島に分布するゼニガタア

ザラシ(P. v. stejnegeri)を含め少なくとも４亜種が認められ

ている(Jefferson et al. 1993)。ゼニガタアザラシは北海道

太平洋沿岸で一年を通して観察され、1940 年ごろの北海

道には 1500 頭程度の生息があったと考えられているが、

1980 年代にはおよそ 350 頭まで減少した(伊藤・宿野部 

1986)。1990 年代にはいってからは徐々に個体数を増や

しており、2004 年の個体数調査では 905 頭が確認された 

(ゼニガタアザラシ研究グループ 未発表)。しかし、上陸

場の数は 1980 年代から増えておらず(齋藤・渡邊 2004)、

環境省レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠB類に分類され

ている。2003 年度からは、環境省所轄の「鳥獣の保護及

び狩猟の適正化に関する法律」が適用されている。襟裳

岬は国内最大頭数が確認される上陸場で、岬先端から沖

に向かって点在する岩礁に上陸する(図 1)。1980 年代中

ごろには 150 頭ほどが確認されていたが、近年は 400 頭

前後にまで増加した (石川 2003)。ゼニガタアザラシの個

体数調査が始まって以来、襟裳岬の個体数は、常に北海

道内確認数の半数近くを占めてきている。 

国内におけるゼニガタアザラシの移動、分散、社会

生態などの調査には、毛皮の斑紋による個体識別が使

われてきた(千嶋 2003、藤井 2003、新妻 1986 など)。し

かし、目視による斑紋の識別には熟練が必要であり、さら

に観察地点と上陸岩礁が遠いため、襟裳岬での個体識

別はより困難である。そこで、襟裳岬では 1990 年より、個

体識別を容易にするため、ゼニガタアザラシ研究グルー

プのメンバーと襟裳岬で漁業や観光業を営む有志によ

って捕獲・標識付けが開始された(赤石ら 1990)。その後、

えりもシールクラブ、ゼニガタアザラシ研究グループ、北

海道大学獣医学部、北海道大学水産学部、国立極地研

究所、東京大学海洋研究所、大阪コミュニケーションア

ート専門学校、福岡コミュニケーションアート専門学校な

どから参加した、多くのボランティア調査員によって継続

されてきた。2003 年以後は環境省からの委託事業となっ

ている。捕獲時には体重、体長などの外部計測も同時に

行われてきた。また、漁網に混獲された個体が、漁業者

の協力により、計測・標識されることもあった。国内でのア

ザラシの捕獲システムは、偶然的な漁網への混獲を除け

ば、襟裳岬でしか確立されていない。野生動物、とりわけ

捕獲の困難な野生海棲哺乳類の計測値は貴重であるが、

襟裳岬でのデータはこれまでほとんど公表されてこなか

った。本稿は、これまで襟裳岬で標識・計測された個体

のデータを公表することで、この貴重な情報の共有化を

はかり、また標識個体再確認の情報収集を促進するもの

である。 

 

方法 

１．捕獲 



ほとんどのパップ(当歳子)が離乳している、5 月終盤

〜7 月初頭に小型漁船あるいはシーカヤックで上陸岩礁

に接近し、たも網を用いて捕獲した。最初に捕獲個体を袋

あるいは網に入れ、ばね吊秤に吊り下げて、体重を計測

する。その後、馬乗り保定し、体長、腋下周囲長を測定し

た。麻酔等は使われていない。体長は吻端から尾端の直

線距離、腋下周囲長は前肢の後ろの付け根部の胴回りの

長さである(図 2)。場合によってはさらに詳しく計測されて

いるが、本稿ではこの３点に絞って報告する。計測後、家

畜識別用の黄色いプラスチックタッグを両後肢の水かきに、

ピアス状に装着した。1990 年には、オールフレックス社(ニ

ュージーランド)のスモール型とホッグ型のタグが使われ、

91年にはスモール型のみ使われた。1992年はダルトン社

(イギリス)のジャンボ型タグが使われた。1997 年以後はダ

ルトン社のジャンボ型とロート型が使われ、オスは右にジ

ャンボ、左にロートを、メスはその逆に装着している。また、

1998 年以後は目視観察を容易にするように、目立つ色の

ワッペンをネオプレーンで作製し接着剤(Locktite401)で

頭部あるいは腰背部に装着した(図 3)。ワッペンは換毛時

に脱落する。保定法、計測部位、標識法は Geraci and 

Loundsbury (1993)、Thompson (1993)に従っている。保定

中は呼吸数、体温、心拍数をモニタリングし、アザラシに

異常がないことを確かめながら作業を行った。換毛期前

で、1 年間の汚れを体毛に蓄積している 1 歳以上と、生ま

れて間もないパップは、毛並みによって判別できる。明ら

かにパップと判断されたものは区別して記録した。ただし、

パップと記録されていないものが、パップでないとは限ら

ない。捕獲はゼニガタアザラシを対象に行ったが、ゴマフ

アザラシ(P. largha)あるいはワモンアザラシ(P. hispida)が

つかまる場合もあり、その時にはゼニガタアザラシと同様

に計測、標識を行った。2003 年度以後、ゼニガタアザラシ

は環境省の、ゴマフアザラシとワモンアザラシは北海道の

捕獲許可を得ている。 

２．混獲 

   漁業者の好意によって、秋サケ定置網に混獲された

個体が回収されることもあった。特に 2003 年からは、えり

も町漁業協同組合および庶野漁業協同組合を通して、混

獲個体があった場合には陸まで持ってきていただけるよう

に、秋サケ定置網を行う漁業者に協力をお願いした。生

体の計測・標識の方法は捕獲の場合と同様である。死亡

個体に関しては生体と同様な計測に加え、胸骨後端部の

皮下脂肪の厚さを測定し(Geraci and Loundsbury 1993) 

(図 2)、またその時々の調査プロジェクトに合わせた解剖・

サンプリングを行った。 

 

結果 

タグ番号、捕獲日、計測値を表1に示す。110頭のゼ

ニガタアザラシ、3 頭のゴマフアザラシ、1 頭のワモンアザ

ラシそして 3 頭の種不明のアザラシが、標識、計測された。

そのうち、33 頭のゼニガタアザラシは秋サケ定置網への



混獲であった。44 頭のゼニガタアザラシはパップと判断さ

れた。6 頭のゼニガタアザラシが 2 度捕獲され、そのうち 4

頭は 2004 年の 6 月に標識され、同年の秋サケ定置網に

混獲された。 

5 月終わりから 6 月初めに捕獲されたオス個体のうち

パップと判断された個体の体重、体長、腋下周囲長の平

均はそれぞれ 23.0ｋｇ (n = 3)、96.6ｃｍ (n = 5)、84.9ｃｍ 

(n = 4)であった(表２)。同時期のメスのパップの体重、体長、

腋下周囲長の平均は 25.5ｋｇ (n = 3)、93.3ｃｍ (n = 3)、76

ｃｍ (n = 1)であった。6 月終わりから 7 月初めにかけて計

測されたオスのパップの体重、体長、腋下周囲長の平均

は34.1ｋｇ (n = 10)、102.5ｃｍ (n = 11)、89.2ｃｍ (n =10)、メ

スは 31.2ｋｇ (n = 11)、96.3ｃｍ (n = 12)、83.2ｃｍ (n = 12)

であった。8 月終わりから 9 月初めのオスのパップの体重、

体長、腋下周囲長、脂肪厚の平均は 36.8ｋｇ (n = 4)、

107.8ｃｍ (n = 5)、85.3ｃｍ (n = 3)、2.6ｃｍ (n = 9)、メスは

33.0kg (n = 2)、117.3ｃｍ (n = 3)、80.5ｃｍ (n = 2)、2.0ｃｍ 

(n = 11)であった。Mann-Whitney の U 検定によると、いず

れの時期もすべての測定項目で性別による有意な差は

認められなかった(P < 0.05)。 

 

考察 

これまで、6 個体の再捕獲があった。野生個体の成

長を追跡することは困難であるが、このような標識・計測調

査を継続することによって、少しずつではあるがデータが

蓄積されはじめている。2004 年 6 月に標識されたパップ

10 頭のうち 3 頭(30.0％)が同年の秋サケ定置網に混獲さ

れた。実際には、調査員が確認できなかった混獲もあると

考えられ、混獲がパップにとって大きな脅威であることが

示唆された。 

ゼニガタアザラシでは体型の性的二形が比較的はっ

きり認められる (Naito and Nishiwaki 1972、鈴木・山下 

1986)が、今回のパップでは性的二形が有意に示されな

かった。このことは、その性的二形が 4 歳から 5 歳に第二

次性徴として発現するという報告(鈴木・山下 1986)に一致

する。 

8 月終わりから 9 月初めのパップの平均腋下周囲長

が6 月終わりから 7月頭より短くなっている。この腋下周囲

長の減少は統計的に有意ではない(Mann-Whitney の U

検定、P < 0.05)が、離乳後の夏に皮下脂肪が減少すると

いう、British Colombiaのharbor seal (P. v. richardsi)での報

告 (Fisher 1952)に一致する。ただし、Fisher (1952)は、皮

下脂肪とともに体重の減少も報告しているが、襟裳岬のゼ

ニガタアザラシでは、体重の減少は見られなかった。 

襟裳岬では 4 月下旬から 5 月頭に出産が確認される

ため(石川 2003)、5 月終わりから 6 月頭の計測値がおよ

そ 1 ヶ月齢の測定値になると考えられる。Naito and 

Nishiwaki (1972)による根室地域での研究では、およそ1ヶ

月齢のゼニガタアザラシの平均体長はオスで 109.7ｃｍ、

メスで 108.7ｃｍとされており、今回の結果(オス：96.6ｃｍ、



メス：93.3ｃｍ)より 10ｃｍ以上大きい。鈴木・山下(1986)は根

室地域で秋サケ定置網に混獲されたパップの平均体長を

オス 119.1ｃｍ、メス 117.1ｃｍと報告している。今回の報告

では 8 月終りから 9 月頭の記録がまさに秋サケ定置網に

混獲された個体である。襟裳岬のメスのパップの平均体

長は 117.3ｃｍであり、根室地域とほとんど同じであったの

に対し、オスは 107.8ｃｍで根室地域の方が 10ｃｍ以上大

きかった。8月終わりから9月頭の襟裳のメスのパップの平

均体長が大きめなのは、例数が３例と少ないためかもしれ

ない。体長の性的二形が有意でなかったことを考慮して、

性によって区別せずに平均体長を比較すれば、秋季に

おいてもやはり根室地域のゼニガタアザラシのパップ

(118.1 cm)は襟裳岬のゼニガタアザラシのパップ(112.6 

cm)よりも大きい。根室地域のゼニガタアザラシと襟裳岬の

ゼニガタアザラシの大きさの違いの原因は不明であるが、

ミトコンドリア DNA を用いた研究によって示唆された、襟

裳岬と他地域との移動、交流の少なさ(Watanabe 2000)や、

襟裳岬への個体数の集中(石川 2003、齋藤・渡邊 2004)

が関係しているかもしれない。成獣、亜成獣についても、

襟裳岬のゼニガタアザラシが根室地域のゼニガタアザラ

シよりも小型かどうかは、今後の検討課題である。 
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英文要旨 

 

Tagging and measuring of Harbor seals (Phoca 

vitulina stejnegeri) in Erimo Cape, Japan. 
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Abstract 

110 harbor seals (Phoca vitulina stejnegeri), 3 larga 

seals (P. Largha), 1 ringed seal (P. hispida) and 3 

undiscriminated seal were measured from 1990 to 2004 in 

Erimo Cape, Japan. They were captured with dip net or 

caught in fixed salmon net. Living seals were released after 

tagging. 4 of 10 pups, which were tagged on Jun in 2004, 

were caught in fixed salmon net in that autumn. By-catch 

may be one of serious problem for pups. Sexual dimorphism 

of harbor seal pups was not recognized statistically. Mean 

length of one-month-old harbor seal pups in Erimo (male: 

96.6 cm, female: 93.3 cm) were shorter than the mean 

length of harbor seal (P. v. s.) pups in Nemuro, Japan. In 

autumn, mean length of harbor seal pups in Erimo also 

shorter than that in Nemro.  



個体番号 捕獲日 種 性 体重 体長 腋窩周囲 脂肪厚

No. Capture date Species Sex 左 left 右 right Weight (kg) Length (cm) Girth of axilla (cm) Blubber (cm)

90E01 900527 ゼニガタ ♂ S001 H001 35 + 109 パップ

90E02 900527 H002 S002 103

90E03 900528 ゼニガタ ♂ H003 S003 23.5 92 パップ

90E04 900528 ゼニガタ ♂ H004 S004 22.5 97 パップ

90E05 900528 ゼニガタ ♂ H005 S005 30 + 92 パップ

90E06 9006-- ゼニガタ ♀ H006 S006 24.4 94 パップ

91E01 910523 ゼニガタ ♀ 007 008 25 96 パップ

91E02 910523 ゼニガタ ♂ 009 010 23 93 パップ

91E03 910627 ゼニガタ ♀ 011 012 27 90 パップ

92E01 920625 ゼニガタ ♀ 251 252 26 86 76 パップ

92E02 920625 ゼニガタ 253 254 28.5 99 78 パップ

92E03 920626 ♀ 255 256 30 + 109 79

92E04 920626 ゼニガタ ♀ 257 258 30 + 99 87 パップ

97E01 970620 ゼニガタ ♀ 31.3 92 81 パップ

98E01 980619 ゼニガタ ♀ 35 96 90 パップ

98E02 980619 ゼニガタ ♂ 35 100 パップ

98E03 980619 ゼニガタ ♀ 33 99 87 パップ

98E04 980625 ゼニガタ ♀ 36 105 94.5

98E05 980625 ゼニガタ ♂ 48 118 103

98E06 980625 ゼニガタ ♂ 34 105 125 パップ

98E07 980625 ゼニガタ ♂ 36 100 100 パップ

98E08 980706 ゼニガタ

98E09 980906 ゼニガタ ♂ 35 93 83 混獲

98E10 980910 ゼニガタ ♀ 39.5 126 87 混獲

EZ9903 990602 ゼニガタ ♀ 30.5 92 85 パップ

EZ9901 990618 ゼニガタ ♂ 50 + 129 98

EZ9902 990622 ゼニガタ ♂ 016 017 43 100 87

EZ9903 990622 ゼニガタ ♂ 019 018 38 103 85

EZ9904 990622 ゼニガタ ♀ 32 90 82 パップ

EZ9905 990623 ゼニガタ ♀ 34 104 86 パップ

EZ9906 990623 ゼニガタ ♂ 50 + 135 99

EZ9907 990627 ゼニガタ ♂ 50 + 117 98

EZ9908 990627 ゼニガタ ♂ 50 + 131 109

EG9901 990617 ゴマフ ♂ 28.5 102 90.5

EZ0001 000625 ゼニガタ ♀ 24 93 74

EZ0002 000701 ゼニガタ ♀ 42 129 32

EZ0003 000701 ゼニガタ ♂ 35 107 87.5

EZ0004 000701 ゼニガタ ♂ 27 96 76

EZ0005 000701 ゼニガタ ♂ 137 113

EZ0006 000702 ♂ 120 97

EZ0007 000702 ゼニガタ ♂ 45 122 95

EZ0008 000702 ゼニガタ ♀ 45 106 95

EZ0009 000704 ゼニガタ ♂ 150

EZ0010 000704 ゼニガタ ♀ 128 99

EZ0011 000704 ゼニガタ ♀ 60 149 99

EZ0101 010619 ゼニガタ ♀ 36 104 92

EZ0102 010619 ゼニガタ ♀ 35 104 90

EZ0103 010619 ゼニガタ ♂ 30 103 90

備考

Notes

JPN07

JPN08

JPN09

JPN13

JPN10

JPN11

JPN12

JPN14

JPN02

JPN03

JPN04

JPN05

JPN06

JPN01

タグ番号 Tag No.

015

020

021

022

023

024

009

013

014

010

011

001

002

004

003

005

006

007

008

表1　襟裳岬で標識、計測されたアザラシのデータ一覧
　　　 List of seals tagged and measured in Erimo Cape Cape



個体番号 捕獲日 種 性 体重 体長 腋窩周囲 脂肪厚

No. Capture date Species Sex 左 left 右 right Weight (kg) Length (cm) Girth of axilla (cm) Blubber (cm)

EZ0104 010619 ゼニガタ ♀ 35 101 89

EZ0105 010624 ゼニガタ ♂ 48 116 100

EZ0106（EZ0303) 010624 ゼニガタ ♀ 34 92 82

EZ0107 010624 ゼニガタ ♂ 34 89 87.5

EZ0108 010624 ゼニガタ ♂ 36 89 88

EZ0109 010624 ゼニガタ ♀ 35 101 82.5

EZ0110 010624 ゼニガタ ♀ 58 132 103

ＥＺ0111（EZ0307) 010630 ゼニガタ ♂ 34.5 110 96

EZ0202 020628 ゼニガタ ♀ 34 86 99

EZ0203 020630 ゼニガタ ♀ 35 87 89

EZ0204(EZ0310) 020630 ゼニガタ ♀ 32 93 79

EZ0205 020702 ゼニガタ ♀ 30 109 81

EZ0206 020702 ゼニガタ ♂ 40 113 83

EZ0207 020702 ゼニガタ ♀ 37.8 118 93

EZ0208 020702 ゼニガタ ♀ 31 98 80

EZ0209 020702 ゼニガタ ♀ 32 100 81

EZ0210 020702 ゼニガタ ♂ 30 100 82

EZ0211 020702 ゼニガタ ♀ 38 100 88

EZ0212 020702 ゼニガタ ♂ 33 111 78

EZ0301 030627 ゼニガタ ♀ 28 104 80 パップ

EZ0302 030627 ゼニガタ ♂ 40 104 88 パップ

EZ0303（EZ0106) 030706 ゼニガタ ♀ ＪＰＮ17 ＪＰＮ41 75 130 107

EZ0304　 030706 ゼニガタ ♂ 60 115 99

EZ0305 030706 ゼニガタ ♂ 45 125 81

EZ0306 030706 ゼニガタ ♂ 34 90 85 パップ

EZ0307（EZ0111) 030706 ゼニガタ ♂ 140 110

EZ0308 030830 ゼニガタ ♂ 39 118 81 3 混獲 パップ

EZ0309 030830 ゼニガタ ♂ 37 118 82 2.9 混獲 パップ

EZ0310（EZ0204） 030831 ゼニガタ ♀ 48 128 117.8 2 混獲

EZ0311 030831 ゼニガタ ♀ 58 136 92.5 2 混獲

EZ0312 030831 ゼニガタ ♀ 52 127 86.5 2 混獲

EZ0313 030831 ゼニガタ ♂ 65 135 110.5 3 混獲

EZ0314 030831 ゼニガタ ♂ JPN42 42 混獲

EZ0315 030901 ゼニガタ ♂ 混獲

EZ0316 030901 ゼニガタ ♀ 混獲 パップ

EZ0317 030903 ゼニガタ ♂ 38 96 混獲 パップ

EZ0318 030903 ゼニガタ ♂ 38 114 混獲 パップ

EZ0319 030907 ゼニガタ ♂ 65 147 102 2.5 混獲

EZ0320 030909 ゼニガタ ♀ 120 1.5

EZ0321 030911 ゼニガタ ♂ 108 76 2 混獲 パップ

EZ0322 030911 ゼニガタ ♀ 32.5+ 115 71 2 混獲 パップ

EZ0323 031018 ゼニガタ ♂ 115 94 混獲

EW0301 030629 ワモン ♂ 14 65 56

EZ0401(EZ0426) 040625 ゼニガタ ♀ 28 95 78 パップ

EZ0402 040625 ゼニガタ ♂ 33 100 85 パップ

EZ0403 040625 ゼニガタ ♂ 52 120 100

EZ0404(EZ0432) 040627 ゼニガタ ♂ 59 120 96

EZ0405（EZ0422) 040627 ゼニガタ ♂ 61 120 90

EZ0406 040627 ゼニガタ ♂ 35 105 78 パップ

EZ0407 040627 ゼニガタ ♂ 31 105 78 パップ

EZ0408 040627 ゼニガタ ♂ 30 95 79 パップ

EZ0409 040630 ゼニガタ ♂ 34 97 92 パップ

EZ0410 040630 ゼニガタ ♀ 35 105 85 パップ

備考

Notes

漂着

JPN15

タグ番号 Tag No.

JPN16

JPN21

JPN22

JPN26

JPN17

JPN18

JPN19

JPN20

JPN27

JPN28

JPN29

JPN30

JPN36

JPN37

JPN31

JPN32

JPN33

JPN34

JPN57

JPN55

JPN58

JPN62

JPN66

JPN63

JPN64

JPN60

JPN56

JPN45

JPN51

JPN52

JPN53

JPN35

JPN39

JPN40

JPN47

JPN43

JPN44

JPN22

JPN46

JPN49



個体番号 捕獲日 種 性 体重 体長 腋窩周囲 脂肪厚

No. Capture date Species Sex 左 left 右 right Weight (kg) Length (cm) Girth of axilla (cm) Blubber (cm)

EZ0411 040630 ゼニガタ ♂ 34 102 92 パップ

EZ0412（EZ0431) 040630 ゼニガタ ♀ 30 93 81 パップ

EZ0413 040630 ゼニガタ ♂ 34 100 94 パップ

EZ0414 040828 ゼニガタ ♂ 35 101 92 混獲 パップ

EZ0415 040828 ゼニガタ ♂ 36 115 89 混獲 パップ

EZ0416 040828 ゼニガタ ♀ 34 110 93 混獲

EZ0417 040828 ゼニガタ ♀ 52 133 88 2.7 混獲

EZ0418 040828 ゼニガタ ♀ 31 110 72 2 混獲

EZ0419 040828 ゼニガタ ♀ 52 132 87 2.1 混獲

EZ0421 040829 ゼニガタ ♀ 34 120 85 混獲 パップ

EZ0422(EZ0405) 040829 ゼニガタ ♂ * 50 135 87 2.3 混獲

EZ0423 ０40830 ゼニガタ ♂ * 48 140 87 2.5 混獲

EZ0424 040903 ゼニガタ ♀ 33 112 76 2 混獲

EZ0425 040903 ゼニガタ ♀ 34 110 76 2 混獲

EZ0426(EZ0401) 040906 ゼニガタ ♀ 32 107 76 1.9 混獲 パップ

EZ0427 040909 ゼニガタ ♂ 29 109 72 2 混獲

EZ0428 040910 ゼニガタ ♂ 113 75 混獲 パップ

EZ0429 040926 ゼニガタ ♂ 55 128 94 2 混獲

EZ0430 041012 ゼニガタ ♂ 44 108 88 混獲

EZ0431(EZ0412) 041024 ゼニガタ ♀ 125 混獲 パップ

EG0401 040625 ゴマフ ♂ 30 107 73

EG0402 040630 ゴマフ ♂ 26 116 80

Notes

JPN61

JPN75

JPN73

JPN77

JPN72

JPN59

備考

JPN71

JPN65

JPN68

JPN74

タグ番号 Tag No.

JPN67

括弧で個体番号が併記されているのは再捕獲された個体で、括弧内の番号の個体と同一である。捕
獲日の6桁の数字は左から2桁ずつ、西暦年、月、日を示している。タグ番号に付記されているSはス
モール型、Hはホッグ型を意味する。EZ9902、EZ9903はタグ装着時のミスにより、左右の番号が異なっ
ている。EZ9905は装着時のミスで、メスであるが、右にジャンボ、左のロートが装着されている。EZ0203
(EZ0106)は再捕獲時に右のタグが脱落していたため、右のみ新たに装着し、左右の番号が異なってい
る。EZ0314は放獣時に左のタグが網にからまり、脱落したため、右しか標識されていない。タグ番号が
ないものは、死亡個体である。体重のうち＊が付いているのは、放血後に計測された体重である。計測
値が抜けているのは、計測されなかったことを示す。数値の後の＋はその数値以上であることを示す。
備考に混獲とあるのは、いずれも秋サケ定置網に混獲されたものである。EZ0320は百人浜に打ち上げ
られていた死体である。EZ0432(EZ0404)は混獲死亡後、計測せずに投棄された。

Parenthesize No. means seals recaptured. Capture date is indicated as △△◎◎##: △△means year,
◎◎means month and ## means day. ゼニガタ means harbor seal, ゴマフ means larga seal and ワモン
means ringed seal in case of Species. Seals not marked Tag No. were killed. * mean weight measured
after exsanguination. 混獲 and パップ means by-catch and pup, respectively, in Japanese. All 混獲
seal was caught in fixed salmon net. Left tag of EZ0314 was dropped out when the seal was released.
EZ0320 was stranded at Hyakunin beach. EZ0432 (EZ0404) was was casted off before measuring.



体重 体長 腋窩周囲 脂肪厚

Weight (kg) Length (cm) Girth of axilla (cm) Blubber (cm)

5月終～6月初 ♂ 23.0 96.6
End of May - early June ♀ 25.5 93.6

6月終～7月初 ♂ 34.1 102.5 89.2
End of June - early July ♀ 31.2 96.3 83.2

8月終～9月初 ♂ 36.8 107.8 85.3 2.6
End of August - early September ♀ 33.0 117.3 80.5 2.0

表2  パップの平均計測値
　　　Mean weight, length, gilth of axilla and blubber thickness of pups
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図2 計測部位
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Sheep ear-tag

図3 標識されたゼニガタアザラシ

Tagged harbor seal (Phoca vitulina stejnegeri)


